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１．まえがき  

 那覇西道路は図-1 に示す沖縄県那覇市若狭を起点

として那覇市鏡水に至る延長 3.0km の地域高規格道

路（国道 58 号線）であり，沖縄県西海岸道路の一部

に指定されている I 種 3 級国道の自動車専用道路と

して 2011 年の開通を目指して工事を行っている．今

回対象としているコンクリート構造物は那覇西道路

の空港側のうち，図-2 に示す空港側立坑接続部に位

置する陸上トンネル部区間 L=95m の 2 径間ラーメ

ンボックスカルバートの開削トンネルを構築する工

事である． 
 図-2 に示すように，側壁・中壁に用いるコンクリ

ートは中庸熱ポルトランドセメントを用いたコンク

リート（以下，中庸熱コンクリートと称す）であり，

上床版に用いるコンクリートは普通ポルトランドセ

メントを用いたコンクリート（以下，普通コンクリ

ートと称す）である．側壁部分と上床版部（頂版）

のコンクリートの種類が相違していることから，セ

メント種類が相違したコンクリートを打ち重ねた場

合を検討する必要がある．土木学会コンクリート標

準示方書 1)では，2 種類以上のセメントを混合するこ

とにより予測できない結果を生じることがあるため，

予め異なった種類のセメントを混合使用する場合に

は，コンクリートの性能を確認する必要があると記

述されているため，確認することにした． 
 本報告は，中庸熱コンクリートに普通コンクリー

トを打ち重ねた硬化コンクリートに関するコンクリ

ートの力学特性をまとめたものである． 
 

 

 

２．コンクリートの試験概要 

 中庸熱・普通コンクリートの配合は設計基準強度

fck=24N/mm2で，W/C=50%，Gmax=20mm である．試験体

は①中庸熱コンクリート，②普通コンクリート，③

中庸熱コンクリートを打込んだ後１時間後に普通コ

ンクリートを打重ね，④中庸熱コンクリートと普通

コンクリートを混合撹拌したもの（混合比 1：1）の

供試体（φ100×200）を現場打込み時に採取した．

硬化コンクリートの力学特性試験は，圧縮強度試験，

割裂引張試験，直接引張試験（図-3）を材齢 28 日で

実施した． 

３．コンクリートの力学特性 

 コンクリートの圧縮強度と割裂・直接引張強度の

関係を図-4 に示す．今回のコンクリートの圧縮強度

fc と割裂引張強度 ft-s の関係は，ft-s=1/12.3＊fc 程

度である．コンクリートの圧縮強度 fc と直接引張強

 

 
図-1 那覇西道路の概要 

 

 
図-2 工期短縮のためのコンクリート打込み順序 
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度 ft-d の関係は，ft-d=1/13.7＊fc 程度である．直接

引張強度は割裂引張強度の 90%程度であった． 
各試験体の割裂・直接引張強度を図-5 に示す．割裂

引張強度は，①中庸熱コンクリート，②普通コンク

リート，③中庸熱コンクリートを打込んだ後に普通

コンクリートを打重ね，④中庸熱コンクリートと普

通コンクリートを混合撹拌した供試体とも，ほぼ同

様な値を示している． 
以上のようなことから，圧縮強度と割裂引張強度

と直接引張強度とも，普通・中庸熱コンクリートと

同様であること，中庸熱コンクリートと普通コンク

リートの混合コンクリートおよび打ち重ねコンクリ

ートの直接引張試験の破断位置も中庸熱コンクリー

トと普通コンクリートの境界面でないことから中庸

熱コンクリートと普通コンクリートの打ち継ぎ目に

異常ないものと思われる． 
４．まとめ  

 フレッシュな状態の中庸熱コンクリートと普通コ

ンクリートを打ち込んだ際，中庸熱コンクリートと

普通コンクリートの打ち重ね部の検討を行った結果，

次の結論を得た． 
 
(1) 割裂引張強度 ft-sと直接引張強度 ft-dとは，ft-d

＝0.9＊ft-s 程度の関係であった． 
(2) 直接引張強度における破壊面は，中庸熱コンク

リートと普通コンクリートの境界部で破壊す

るのでなく，全て境界と相違する箇所で破断し

た． 
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図-3 直接引張試験の状況  
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図-4 圧縮強度と割裂・直接引張強度の関係 
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図-5 各試験体の割裂・直接引張強度 
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